
「少年の日の思い出」（１年 読むこと） 授業者：牧野 高明

「学習の個性化」を充実することで期待する生徒の姿

・これまでの学習で身につけた力や知識・技能を関連付けて課題を解決する姿

・見通しをもって学習に取り組み、課題解決の方法や学習の進め方などを自ら調整する姿

「学習の個性化」を促す手だて

①「言葉のお道具箱」の活用

②「探究活動シート」の活用

③生徒が自らの学びを省察できる場面の設定

第１時

○本題材の課題を確認し、『少年の日の思い出』を通読する。

第２時

○共通テーマ「エーミールは本当に嫌なやつなのか」について考える。

第３時

○探究計画を立てる。

①「言葉のお道具箱」の活用

「言葉のお道具箱」とは、ロイロノートの共有ノート

機能を活用してクラスごとに作成した、これまでの学習

履歴を蓄積したものである。クラス全員と教科担任で共

有しており、生徒が主体となって編集し、習得した言語

技能とその具体が可視化されている。

「言葉のお道具箱」の活用を通して、自らが習得した

言語技能を自覚化し、自らの課題を解決するために必要

な言語技能を選択したり関連付けたりしながら、課題解

決に向けて計画や分析を進める生徒の姿が見られた。

②「探究活動シート」の活用

計画時に問いや課題解決の

方法、探究の進め方を整理さ

せることで、生徒は見通しを

もって探究学習に取り組んで

いた。

また各時の最後には、「探究

活動シート」を活用させるこ

とで、自らの学習状況を振り

返り、必要に応じて問いや課

題解決の方法、探究の進め方

を再検討し、自らの学びを調

整する生徒の姿が見られた。



第４・５時

○探究計画にもとづいて探究活動を進める。

○学習の振り返りをする。

第６時

○中間報告会で前時までの探究の成果と課題について交流する。

○探究活動シートを整理する。

③生徒が自らの学びを省察できる場面の設定

本題材では中間報告会という場面を設定した。ここまでの探究の成果と課題について交流する「協

働的な学び」の場面を設定することで、生徒それぞれの学びの成果と課題が明確となる。

それらを踏まえて探究活動シートを整理させることで、問いや課題解決の方法、探究の進め方な

どの自らの学びを省察し、次時以降の学びがよりよいものとなるように吟味・調整する生徒の姿が

見られた。

第７・８時

○探究計画にもとづいて探究活動を進める。

○学習の振り返りをする。

第９時

○ポスターセッションで探究の成果を発表する。

○これまでの学習を振り返る。

「『学習の個性化』を促す手だて」を講じることによって、本題材において国語科で想定してい

た「『学習の個性化』を充実することで期待する生徒の姿」を生徒の実際の姿として見ることがで

きた。「『言葉のお道具箱』の活用」が「これまでの学習で身につけた力や知識・技能を関連付け

て課題を解決する姿」、「『探究活動シート』の活用」が「見通しをもって学習に取り組み、課題解

決の方法や学習の進め方などを自ら調整する姿」の実現に対して、それぞれ有効だったと考える。

さらに、本単元の中間報告会のような「生徒が自らの学びを省察できる場面の設定」が、生徒の学

びの視野を広げたり深めたりすることにつながり、生徒が自らの学びをよりよく調整するために有

効に働いたと考える。

一方、「言葉のお道具箱」のよい点でもあり課題でもあるのが、生徒が主体的に整理していくス

タディ・ログだという点である。どうしても整理の具合に学級差が出てきてしまう。ただし、生徒

が主体的に整理していくからこそ、生徒にとってより実用的で活用しやすいものになっていくので

はないかと思う。今後も検証を続けていきたい。また、生徒が自らの学びをよりよく吟味・調整で

きるようするために、「探究活動シート」を活用した生徒へのフィードバックなどについても今後

追究すべき必要性があると考えている。


